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（AL 関連の実践）【大学/日本語表現法】 

「総合力」育成を目指した初年次教育における日本語表現           

吉田美登利（学習院大学） 

  

森朋子のコメントは最後にあります 

対象授業 

・ 授業名：日本語表現法（選択科目） 

・ 学生数：定員 25 名 当学期（2018 年度秋）の履修者は例年より少なく 16 名であった。 

・ 実践回の授業概要：全 15 回のうち第 6 回目の授業で、この回はコンピュータ室にて実施し

た。授業前半は作文テーマ２「ニセ科学・ニセ情報」について書かれた作文をグループで交

換して読みあう活動を行った。後半は下書き済みの作文テーマ 1「大学生活の意義」につい

て書かれた作文を、オンライン作文交換掲示板（さくぶん.org）に投稿させた。 

 

 

第１節 シラバスに示した「授業の目標」と「授業の進め方」 

 シラバスでは以下のように「授業の目標」「授業の進め方」を示しています。 

（１） 授業の目標 

 初年次の科目として「論理的思考の育成」、「大学における学び方」、「作文・レポートの書き方」

を身につけることを目指しています。この授業では高校までのように決められた教科書はありま

せん。このような決まった正解があり、テストで確認するというタイプ以外の授業は大学には多

くあります。そこでこの授業では、自分で様々な資料を集め、それについて検討し考えを深める

こと、他者の意見を踏まえたうえで自分の意見を論理的に述べること、などを段階的に学んでい

きます。授業はクループディスカッションを中心に進めます。 

1. 文章を書くことへの苦手意識をなくし、書きたいことを分かりやすく表現できるようにする。  

2. 意見文、レポートの構成や表現方法を学ぶ。  

3. 構想の立て方、アウトラインの組み立て方を学ぶ。  

4. 自分の書いた文章を客観的に見て、自己訂正できる力を養う。  

5. グループディスカッションを通して、自分の意見を口頭で分かりやすく伝える能力やコミュ

ニケーション能力を身につける。 

（２） 授業の進め方 

1. 「作文に書くことが思い浮かばない」ということがないように、書く前の段階（構想と構成）

でアイディアの広げ方、組み立て方を学びます。 

2. 課題について、様々な角度から書かれた文章（新聞記事など）を読み比べ、またグループデ

ィスカッションを通して自分の意見を論理的に述べられるようにします。 

3. 書きあがった作文について、教員の添削の前にグループ内（4～5 人程度）で回し読みをしま

す。グループ内で 1 番良いと思った作文を選び、その理由とともにクラスに発表します。こ

のような作業を通して「良い文章」というものはどんなものか考えられる力を身につけます。 

4. 自分で、あるいはグループのアドバイスを受け、修正作業を行います。 
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第２節 授業の流れ 

授業の基本的な流れは表 1 のとおりです。基本的には２コマで 1 セッション（1 つの作文テー

マ）を行っています。 

図表１ 1 セッションの授業の流れ（1セッション 2コマ 毎授業の最後に大福帳記入（注１）（5 分） 

 

 

第３節 「主体的・対話的で深い学び」を進めるための３つの工夫 

筆者がこの科目において「主体的・対話的で深い学び」を進めるための次の 3 つの工夫（1）学

生に身につけさせたい能力と作文テーマをリンクさせる、（2）「総合力」を身につけさせる、（3）

留学生を活用する、を紹介したいと思います。 

（１） 工夫１ 学生に身につけさせたい能力と作文のテーマをリンクさせる 

文章表現科目において、適切な作文テーマを設定することは、学生の学びを深めるためにとて

も重要であると筆者は考えています。筆者の授業では、作文（1 編 600～800 字）を 4 編書かせ、

学期の最後にその中の 1 つの作文の内容を掘り下げて最終レポート（2000～3000 字）として書

かせています。つまり 1 学期に 4 つのテーマを取り扱っています。 

作文テーマの 1 つ目は、オンライン作文交換活動「さくぶん.org」（注 2）の共通テーマを使用

しています。質問紙調査を行った 2017 年春学期のテーマは「言葉づかいに悩むとき」、授業見学

が行われた 2018 年秋学期は「大学生活の意義」でした。この初回の作文指導の際は、マッピン

グ（注３）やアイディアシート（注 4）を使った構想支援や、アウトラインの書き方などを丁寧

に教えています。またオンラインの作文交換では、国内外の学生（日本人大学生や日本語を学ぶ

非母語話者）が同じテーマについて作文を書き、掲示板上に 100 篇以上並ぶことから、様々なバ

ックグラウンドを持つ読み手を意識して書くことや、他の人と同じ内容にならないように、オリ

ジナリティーを出すことを意識させやすいと感じています。 

 2 つ目の作文は「ニセ科学・ニセ情報」をテーマにしています。作文やレポートを書くにあた

り、参考文献を調べることが必須となりますが、その際に情報を吟味する力をまず身につけても

 

１ 講義（構想、アウトライン、中心文・指示文、引用の仕方など）           15 分 

２ グループディスカッション（「気になったニュース」の紹介とそれに対して意見を述べる、作文

テーマについて討論、テーマに関する資料を読んで意見交換、など）→代表者が話し合った内容

をクラスで発表                    60～90 分（2 日に分けることもある） 

３ アウトライン作成→グループメンバーに向け口頭で説明→アウトラインを修正      15 分 

４ 作文（宿題）                               約 40～60 分 

５ 自己訂正後、ピア・レスポンス（良いところ、分かりにくいところを指摘） 

メンバーはグループ代表作文を選び、その理由を発表。選ばれた学生が音読。  

作文提出                                     40 分 

６ 教師が添削し作文返却。学生は教師添削を確認。教師による作文の講評。        10 分 



溝上慎一の教育論 http://smizok。net/education/ 

（AL 関連の実践）【大学/日本語表現法】「総合力」育成を目指した初年次教育における日本語表現 

（2019 年 3 月 1日掲載 更新なし） 

-3- 
 

 [印刷ページ] 

らいたいと考えています。この「ニセ科学・ニセ情報」の授業は次の 2 つの講演（1）藤田一郎氏

「脳ブームの迷信、真実、教訓～学生とともに学ぶ」（注 5）、（2）下村健一氏「SNS の弊害、フ

ェイクニュースから学生を守る“４つのギモン”～使えるメディアリテラシー」（注 6）を参考に設

計しました。科学のように見えて科学でない「ニセ科学」、またメディアからの情報の収集や、学

生自身のＳＮＳでの発信について「メディアリテラシー」の力を身につけることを目標にしまし

た。 

 3 つ目のテーマは日本国内で問題になっていること、4 つ目のテーマは国際的に問題になってい

ることを毎年選んで取り上げています。国内問題については、具体的には「少子高齢化、人口減

少社会、シルバーポリティクス、子供の貧困、格差社会」などの様々な記事の内容を関連づけて

紹介しました。ここ数年は、紙のハンドアウトの配布は行わず、授業中に個人のスマートフォン

で資料にアクセスさせています。これらを読んで考えたこと、疑問に思ったことについてグルー

プディスカッションを通して多角的に考えさせます。これらのテーマの中から、興味を持ったテ

ーマについて一つ選び、内容を掘り下げて作文を書かせました。国際問題については、「ヨーロッ

パやアメリカの移民に関する問題、格差社会、貧困、子供の教育」をテーマとしました。多くの

学生は、3 つ目の国内問題で選んだテーマと関連した内容の作文を書いています。 

 

 
図表２ 2018 年度後期のスケジュール オンラインの作文交換活動を関わる箇所はグレーで 

示した。 

 

（２） 工夫２ 「総合力」を身につけさせる 

 本授業は「日本語表現法」という科目で、主に書く力を伸ばすことを目的に設定された授業で

す。しかし、深い内容のある文章が書けるようになるためには、文章技法を身につけるだけでは

不十分で、クリティカルに（論理的・批判的に）考える力や、社会問題に関心を向けること、そ

してそれに対する自分の意見を持つことなどがベースになってはじめて深みのある文章が書ける

ようになるのではないか、と筆者は考えています。特に、本授業で対象とする初年次の学生にと

っては、今までの高校での「正解がある学び」から「大学での学び」への移行期であり、「自分で

問題設定をし、様々な資料や意見を多角的に検討したうえで、自分の考えを変容させたり深めた
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り」する経験が大切なのではないでしょうか。 

ここでいう総合力というのは、①作文やレポートを書く力、に加え、②わかりやすく自分の考

えを口頭で伝える力、③仲間と楽しんだり協力したりできるコミュニケーション力、④多様性を

知り、違いを受け入れたり楽しんだりできる異文化理解、⑤社会への関心や、メディアリテラシ

ーも含めた論理的思考力、などを指しています（モデル化したものを図 2に示します）。これらの

力を伸ばすため、授業はグループディスカッション中心にすすめて、書くことは宿題にしていま

す。学期の終わりにこの５つの力が伸びていてほしいのはもちろんですが、情報を吟味する力、

異文化に興味を持ち違いを受け入れる力など、授業で身につけたものを大学での４年間を通して

さらに伸ばしていってほしいと思っています。さらに社会に出てからも自分で成長しつづけられ

るためには、教員が正解を示すだけでなく、自分で学ぶ習慣や、学び方などについても授業を通

して伝えていければと思っています。 

 
社会⼈ 

①書く⼒ ②話す⼒ ③コミュニケーション ④異⽂化理解 ⑤論理的思考             
卒業 

（ディプロマポリシー） 
この授業のゴール 

（シラバス） 
 
 
        図表３ 文章表現科目における「総合力」モデル図 

 
総合力を伸ばすための一つの試みとして、毎授業のグループディスカッションの冒頭で「気に

なった最近のニュースをグループのメンバーに紹介し、それについての自分の意見を述べる」と

いう活動を行っています。社会問題に目を向けることや、ニュースを要約すること、そのニュー

スについて自分の考えを持ち他人に分かりやすく伝えることを習慣化することにより、学生の思

考や言語能力が深まり、それが作文に反映されていると感じています。 

（３） 工夫３ 留学生を活用する 

 現在、大学ではグローバル人材育成が目指されています。外国人との交流というと、英語を使

わなければならないというようなイメージがありますが、日本に住んでいる外国人と交流する際

は、日本語によるコミュニケーションも大切なものです。例えば、学習院大学がある東京都豊島

区の外国人を対象としたアンケートでは、日常会話が可能なことばを調査したところ、「日本語」

が 89.3％と最も高く、次いで「中国語」 （54.4％）、「英語」（39.2％）、「韓国・朝鮮語」（12.4％）

の順となっています（注７） 

 学生が社会に出た後、職場や生活の場では外国人はさらに増え続けることが予想されます。そ

のため学生には①外国人にも伝わる話し方や書き方を身につけること、②他者との様々な意見の

違いがあることを知り、それを楽しめること、③自分の主張を述べるときに異なった意見がある

ことを考慮し、分かりやすく伝えられる能力を身につけること、などを身につけてほしい、と伝

総総合的な力 
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えています。 

 本授業では、留学生も数人履修していることが多く、彼らを積極的に活用するようにしていま

す。例えば、様々なテーマについて日本と比較して、母国の文化について話してもらったり、彼

らの見方や意見を発表してもらったりします。そうすると日本の学生からはとても新鮮で勉強に

なったという肯定的なコメントが大福帳（注１）に書かれます。また、日本語の文法や類義語の

使い分けについては、留学生の方が体系的に学んでいたり、客観的に捉えられていたりするので

（例えば「大きい」と「大きな」の違い、「行ったんです」と「行きました」の違いなど）、この

ようなテーマで話し合いをさせると「日本人なのに日本語が分かっていないから、もっとちゃん

と勉強したい」などのコメントも良く聞かれ、日本の学生も刺激を受けている様子が分かります。

留学生は、日本語を話したり書いたりする力では母語話者に及びませんが、彼らの得意分野を積

極的に活用し、母語話者と出来るだけ対等な関係で学びあえるようにしたいと考えています。 

 もちろん、毎年留学生が履修してくれるとも限らないため、3.1 で述べた「さくぶん.org」など

のオンライン上の異文化交流の活動なども利用し、様々な手段で日本人学生の視野を広げられる

ように心がけています。 

 また、留学生の活用ではないのですが、作文課題 4 などで外国の事情をテーマとする際は、筆

者が大学の講師室でお目にかかる様々な国籍の先生（主に外国語担当の先生）に、その国の人々

の考え方や受け止め方などを尋ねて、そのコメントを学生たちに伝えることなどもあります。学

生たち（特に外国語を専攻とする学生などは）も、外国語の先生や留学生から直接聞いた海外事

情を作文に取り入れることも良く見られます。学内の留学生や外国にルーツがある先生方との交

流や活用については、今後は工夫を加え、より積極的に行っていきたいと考えています。 

 

  

図表４ 教室でのグループディスカッションの様子 

 

 

第４節 AL 調査フィードバックの解釈 

本調査は 2017 年度前期に行いました。プレテストは第 2 回目の授業の終わりに、ポストテス
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トは、学期最後の授業に行いました。プレテストは「プレ」とはいえ、2 回目までの学生の状況

を表したものになります。 

 プレテストでは「主体的学習態度」が 3.65 であり、もともと学習動機が高い学生たちが多かっ

たことが分かります。学習院大学はおとなしく真面目に学ぶ学生さんが多い校風ですが、何より

本授業は選択科目であり、主体的に選んで受講していることがこの数値に現れていると思われま

す。初回の授業で「なぜこの科目を選びましたか」と尋ねると「書くことが苦手だけど、上手く

なりたいから」、「大学でレポートを書く際や、将来社会人となったときに書く力は大切だから」

と具体的な学習目標をもって授業を受講してくる学生が多いと感じます（注８）。 

 学習アプローチの推移に関しては、プレからポストにかけて「深い学習アプローチ」が 3.64→

4.04 と上昇し、「浅い学習アプローチ」が 2.67→2.25 と減少していました。深い学習アプローチ

の質問項目「4.様々な見方を考慮して、問題の背後にあることを理解することが私にとって重要

だ」などは、本授業で書かせた社会的なテーマ（作文テーマ３，４）などが影響していると思わ

れます。「8．授業で学んでいることについて、自分なりの結論を導くための根拠を注意深く調べ

る」の項目も作文テーマ 2（ニセ科学・ニセ情報）の学習効果で数値が高くなったことが予想さ

れます。このように自分で考えることを重視した授業設計が、学習アプローチの変化に影響を与

えたのではないかと考えられます。 

 コンピテンシーについては、4.5 を超えた項目は「12 文章表現の能力」と「1 一般的な教養」

であり、初年次科目としての「日本語表現法」の効果が最も感じられているようでした。4.0 を超

えた項目は、「２分析力や問題解決能力」、「5 異文化の人々に関する知識」「11 国民が直面する問

題を理解する能力」、「14 コミュニケーションの能力」、「19 グローバルな問題の理解」の 5 項目

でした。グループディスカッションという授業形式が与えた効果が 14 に、留学生の活用や「さく

ぶん.org」の異文化交流の効果が 5 に、作文課題（ニセ科学・ニセ情報、国内問題、国際的な問

題）の効果が 2 や 11 や 19 などに現れていると思われます。筆者が学生に身につけて欲しいと考

えている能力と、本 AL 調査におけるコンピテンシーの概念とが非常に近かったため、調査結果

の数値が高かったのではないかと感じています。 

 授業外学習時間については、平均が 1 時間～2 時間以内とのことでした。作文は授業中に書か

せず宿題にしていますが、2 回に 1 回ぐらいの頻度です。授業中にアウトラインまで作成済みな

ので、約 40 分程で書きあがると思われます。この学習時間には、ディスカッションのために「気

になったニュース」をチェックしたり、作文テーマについて考えたり、資料を調べたりする自主

的な学習時間が多く含まれていると思われます。 
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図表５ 学習院大学 授業フィードバック（大きく） 

 

 

第５節 今後の課題 

本調査では「AL 型授業に対する評価」が 4.47 と非常に高かったのですが、当該科目「日本語

表現法」の学習内容がアクティブ・ラーニング型の授業に向いていたためであろうと思います。

筆者が担当するすべての科目でこのような AL 型の授業が行えているわけではありません。 

また、筆者は複数の大学で教えていますが、同じように授業を行ったとしても、大学によって、

あるいはその年のクラスの雰囲気で教育の効果が変わってくるように感じます。大学で行ってい

る授業アンケート（本調査ほど詳細ではなく、測定する項目も違っていますが）を見ても、授業

やグループ活動がにぎやかに盛り上がったクラスでは、教員評価が高くなったり、作文課題に熱

心に取り組む傾向が見られたりします。 

学生のレベルやモチベ―ション、興味に合わせて臨機応変に対応できるように授業改善を続け

ていきたいと思っています。ぜひ、今後とも様々な教育機関の先生方と授業実践についての情報

交換をさせていただきたいと考えています。 

 

 

注 

(１) 「大福帳」とは、織田（1991）が開発した出席カード型のコメントシートである。織田は「教

師と学生に対して大きな福（利益）をもたらすものであると考え、またこのカードが学生に

とって“閻魔帳”にならないように（p.167）」と名前の由来について述べている。このシー
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トは授業 15 回分の学生用自由記述欄がＡ４一枚の表裏で収まるようになっている。1 学期 1

枚で出席カードも兼ねていて扱いやすいことから筆者はこれを利用している。 

(２) 「さくぶん.org」は日本語教師の有志が運営している作文交換を通して心の交流をおこなう

掲示板で、申請すれば誰でも参加可能である。日本の大学で学ぶ日本人学生と留学生に加え、

海外の大学で日本語を学ぶ学生も参加している。掲示板には参加ルールとして「文章を書い

たり読んだりするときは、自分の内側の声をよく聴いて丁寧に言葉にすること」が示されて

いる。作文投稿はペンネームで行われ、匿名性が守られている。 

(３) 「マッピング」とは、キーワードから連想される語句を蜘蛛の巣状に広げて書き留めること

により、ワーキングメモリを開放し、思考を活性化させる発想法の一つである。 

(４) 「アイディアシート」とは、筆者が開発した構想支援のためのタスクシートである。構成思

考プロセスを書き込むことで可視化して、発想を広げられるようになっている。構想を手助

けするために考えるきっかけを与えるタスクが示してある。タスクシートは文章のジャンル

に合わせてあり、構想から文章構成へつなげやすくなっている。詳細は参考文献（2）（3）参

照。 

(５) 2015 年 3 月 16 日に東京工業大学で行われた。詳細は以下の URL のとおり。

https://www.titech.ac.jp/news/2015/030689.html（2018 年 12 月 21 日参照） 

(６) 2017 年 11 月 22 日にデジタルハリウッド大学で行われた。詳細は、以下の ULR のとおり。

https://www.anum.biz/cont5/31.html（2018 年 12 月 21 日参照） 

(７) 豊島区外国人区民意識調査報告書（平成 28 年度 3 月）より 

www.city.toshima.lg.jp/001/kuse/shisaku/shisaku/hakusho/008287/documents/gaikokujin

cyousahoukokusyo2803.pdf（2018 年 12 月 21 日参照） 

(８) 初回の授業では、筆者が作った A4 のタスクシートに、本科目の学習目標や生活目標などを

書かせ、最終授業では、その目標達成できたかどうか振り返りをさせている。 

 

参考文献 
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研究紀要 教育科学』三重大学教育学部 42,165-174. 

(２) 吉田美登利（2008）「『アイディアシート』を使った作文構想支援の効果」日本語教育 138 号

pp102-111 

(３) 吉田美登利（2011）『日本語作文産出過程の分析と支援ツールの開発―構想と構成の観点から

―』風間書房 
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―コメントシート「大福帳」から見た学習者の成長の自己認識―』アカデミック・ジャパニー

ズ・ジャーナル 9 号 19-27 http://academicjapanese.jp/dl/ajj/ajj9.19-27.pdf 

(５) 吉田美登利（2019．3 月刊行予定）「オンライン作文交換活動『さくぶん.org』の実践報告―

教員は何を教えようとし、大学生は何を学んでいるか―」『学習院大学国語国文学会誌』62
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森朋子（＊）のコメント  ＊氏のプロファイルはこちら 

 「日本語表現」というリテラシーの育成を目的にした授業ではあるものの，扱うテーマは深

く，青年期の大学生が自分の内面に向き合うようなものが多いことが特徴です。リテラシー

部分はしっかりと指導される吉田先生ですが，授業参観させていただいた回で言えば

Teaching はほぼなしで，学生たちの活動がメインでした。１つのテーマは，個人（思考）→

Teaching→個人（作業）→他者（シェア&情報入手）→個人→Coaching の流れで進みます。

最後がしっかりと個人の活動に落とし込まれており，レポートの提出とフィードバックを繰

り返すことによって内容と質を上げていきます。 

 吉田先生の授業は一言でいえば大変丁寧な学びのデザインが特徴です。初年次教育として最

初にこのような配慮ある授業を受けることで，大学での学び方を学ぶことになるでしょう。 

 この授業の効果は，いわゆる協同学習や協調学習，学び合いといったアクティブラーニング

の効果を高めるピア活動が支えています。それらは授業参観に出かけた際の学生たちの活動

でよく伺えました。自らの文章をもっと良いものにするための情報交換や内容を自らの言語

で表現したときに違和感の修正など，その場での４～５名のグループでの活動は非常に活発

でした。しかし少人数のグループ内での共有だけではもったいないですね。だからこそ吉田

先生は「さくぶん.org」を用いて非同期型（活動時間を合わせる必要がない）の協働学習を

デザインされています。授業内と授業外を ICT でつなぐよい事例です。 

 

 

プロファイル 

 
・ 吉田美登利（よしだ みどり）＠学習院大学ＰＤ研究員、東京工業大

学リベラルアーツ研究教育院非常勤講師、関東学院大学経済学部非常

勤講師 

・ 一言：私は大学卒業後にすぐに日本語教師になり、日本語学校や、国

内外の大学で非母語話者の学生に教えてきました。近年、日本人学生

を教えるようになり、彼らと留学生との違いを感じます。日本人は留

学生と比べ、おとなしく控えめで、また口頭表現が苦手な傾向がある

と感じています。AL の授業を通して、日本人学生の苦手なところを

伸ばしたいと考えています。彼らには広い視野や異文化への対応力を

身につけてもらい、ますます国際化する日本の地域社会でリーダーシ

ップをとったり、弱者を支えたりできるような人材に育ってほしいと

考えています。 


